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恵文高級中学との
姉妹校提携調印式・交流会を行いました

１２月５日(水)、恵文高級中学の王校長先生と奥様をはじめ職員３名、通訳２名、生徒

３４名が来校して、姉妹校提携の調印式が行われました。式典には門脇市長、Ａ．議長、

Ｋ．副市長、Ｋ．教育長の他、仙北市議会総務文教常任委員会所属議員の皆様、Ｈ．教育

委員、仙北市国際交流協会のＹ．会長、本校のＫ．ＰＴＡ会長、Ｋ．副会長にご臨席を賜

りました。

式典での王校長と私の挨拶の内容は裏面に掲載いたしますが、両校ともにこの調印をス

タートとして生徒の相互理解と友好親善を深めることを確かめ合いました。

式典の後は、両校の生徒がドッジビー、樺細工しおりづくり、みそたんぽ作りで交流を

深めました。特に、みそたんぽ作りは本校ＰＴＡ総務部のみなさんが主体となって企画・

リハーサル・本番の調理指導と全面的にご協力いただきました。当日は、Ｙ．さん（１Ａ)、

Ｗ．さん(１Ｂ)、Ａ．さん(２Ｂ)、Ｗ．さん(３Ａ)、Ｆ．さん(３Ｂ)、Ｈ．さん(３Ｃ)か

ら指導していただき、おかげさまで、台湾の子どもたちも「おいしい！ おいしい！」と

言いながら、大きなみそたんぽをペロリとたいらげていました。



王校長先生の挨拶
角館中学校の田口校長先生、生徒の

皆様、こんにちは。
本日は、秋田県角館中学校と姉妹校

締結をすることができ、本当にうれし
く思います。この機会を作ってくれた
日本、そして台湾の関係者の皆さんに
感謝します。そして、両校の学生が今
後交流を深め、互いにいろいろなこと
を学び、友情を築いていくことを期待
しています。
恵文高中は、2001年に設立された

中高一貫型の学校です。2400人の学
生がいます。そのうち中学生は33ク
ラスで1000人、高校生は33クラス
で1400人在籍しています。
恵文高中からは、毎年多くの学生が

一流大学や海外の大学に入学していま
す。この20年の間に、英語だけでな
く、第二外国語、国際教育や天文学、
課外授業、 IT 技術などへの教育を強
化し特色豊かな学校となりました。
特に最近は、第二外国語に力を入れ

ており、日本語、ドイツ語、フランス
語、スペイン語など、国際教育や交流
活動を融合させて第二外国語を実際の
生活に取り入れるよう工夫してきまし
た。これにより私たちはアメリカ、ド
イツ、韓国の学校と姉妹校提携を締結
して世界との交流を深め、生徒の国際
的な視野を広げています。お陰様で本
校は2017年にロンドン学院による国
際学校優秀賞を受賞、そしてドイツと
教育システムパートナーシップ契約を
結ぶことができました。
今日は、角館中学校と恵文高中の姉

妹校締結というとても大事な日です。
これを機に両校の先生、生徒同士が定
期的に訪問したり学習をしたりして、
両校の友情を深めるとともに、台湾と
日本の協力関係をより強いものにでき
ればと思います。
謝謝！ありがとうございました！

田口のあいさつ
台中市立恵文高級中学の王校長先生

と奥様、そして関係者の皆様、生徒の
皆さん、本日は角館中学校においでい
ただきありがとうございます。心より
歓迎の意を表したいと思います。
また、今日恵文高級中学と角館中学

校が姉妹校協定の締結に至ったことを
校長として、大変うれしく思います。
そして皆様とともに喜びたいと思いま
す。
この角館中学校は1947年に創立

し、その後幾つかの統合を経て、今年
７１年目を迎えた学校です。学校の近
くには、国指定天然記念物の桜並木や、
約４００年前の武士の暮らしをうかが
わせる武家屋敷があります。仙北市は
「小さな国際文化都市」を目指してお
り、角館はその中核とも言えます。こ
のように角館中学校は、県内はもちろ
ん国内でも有数の歴史と文化を誇る街
にあります。
この度、恵文高級中学と姉妹校協定

を締結するにあたり、学校相互の文化
交流を行うことで双方の生徒の相互理
解と交流を盛んにし、これからの国際
社会で活躍する人材の育成に資するこ
とを強く願っています。
８月に恵文高級中学を訪問した際

に、王校長先生に学校経営で大切にし
ていることは何ですかとお尋ねしまし
た。王先生は「子供にチャンスを与え
ることを大切にしています。そして、
子供が学校を好きになること、先生方
も学校が好きで学校が楽しいと感じる
ことが大事だと考えています」と教え
てくださいました。異なる国の、異な
る教育制度の、学校規模も大きく違う
恵文高級中学の校長先生ですが、その
教育理念は普遍的な価値のあるもので
強い共感を抱きました。そのような、
王校長先生の経営する学校と姉妹校提
携の調印を行うことで、この後、両校
の友好関係が深り、交流が推進される
ことを確信しています。そして、そう
なるように角館中学校も最善を尽くす
ことをお約束いたします。
本日は誠にありがとうございます。

これから、よろしくお願いいたします。


